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図１ 固定した光源に対する光走性(正・負)とその強さ 
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図２ 接近する光源に対する光走性(正・負)とその強さ 
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図３ 遠ざかる光源に対する光走性(正・負)とその強さ 



 

発表題目   大村市街地水路の秘密にせまる！ 

 ～コアマモとタケノコカワニナについて～ 
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 顧問氏名 福原 竜  緒方 則彦  近藤 唯史  松尾 由希子 

 生徒氏名（学年） 

  森口 力（２年）  桃田 晴輝（２年）  岩永 悠甫（２年） 

 【研究動機・目的】 

 大村市街地の水路でコアマモの生育地を発見した。河口ではなく市街地に位置するコンクリート造りの水路になぜコアマモが

生育可能なのか疑問に思い、調査を行った。また、同じような環境を保護するために行政や地域住民の方々に、身近な水路に広

がる自然について興味を持ってもらうことを目的とし、研究を進めた。 

 【調査地点・方法】 

 大村市片町（図１）：幅1.6~2.4m、コンクリート三面張、潮汐の影響がある。 

 １辺25cmの方形枠内のコアマモを採取し、株数、葉の長さ、乾燥重量、無機的環境を計測した。             

また、１辺10cm方形枠内のコアマモ群落中・外で土壌を採取し、土壌内に生息する生物種を特定し、            

個体数を確認した。 

 【コアマモの生育状況】  

 満潮時と干潮時に全地点で塩分濃度を測定した。上流に位置する地点3・5で塩分濃度の差が大きく             

なっていた（図２）。また１株当たりの乾燥重量と生育密度を比較したところ地点3・5で大きな差が            み

みられた。これは、環境の違いによるものではないかと考えた。そこで、１株当たりの乾燥重量と土             

壌の厚さ、照度、水深（満潮時）を比較した。特に水深との違いに注目した（図３）。この２つの              

グラフは同じような特徴を持つことがわかる。コアマモの重量は水深と関係していることがわかった。 

 【生物相】 

コアマモ群落に生息する生物種を確認した。魚類はシマイサキ、ヒナハゼの幼魚が生息してい               

た。貝類は長崎県のRDBで絶滅危惧に指定されているタケノコカワニナやフトヘナタリ、ウミニ               

ナなどが生息している。甲殻類はテナガエビやマメコブシガニなどが確認された。また、土壌内               

からは多くの貝類が確認された。個体数を比較すると、全地点でコアマモ群落内の方が多いことがわかった。また、      

地点1・2でタケノコカワニナの稚貝が多く確認された。土壌内に生息する貝類の個体数を調べたところコアマモ群落内     

で多く確認された。よってコアマモは貝類の生息場となっているのではないかと考える。 

 【タケノコカワニナの遡上性】 ※以下「タケニナ」と表記 

 土壌内の生物では下流地点でタケニナの稚貝を確認した。また、上流の地点５ではタケ

ニナの成貝を確認した。そこで、タケニナは成長につれて塩分濃度が低い場所へ移動する

のではないかと考えた。タケニナは汽水域の塩分濃度が低い場所に生息する貝である。だ

が、塩分濃度が高い下流地点で稚貝が生息することがわかった。ここで私たちは、タケニ

ナは遡上性があるのではないかと考えた。土壌の厚さの比較（図４）から、下流に位置す

る地点１・２で土壌が厚くなっていることより水路の流れに沿って下流に堆積しているこ

とが分かる。従って、稚貝が水流によって下流に流されたことで、下流にのみ偏って生息していると考えた。※現在調査中   

【まとめ】                                 

 コアマモ帯は潮が入る水路で形成され、満潮時に潮位が十分に高くなり、干潮時にも完全に干出せず、塩分濃度等の変動が少

ない安定した環境を好む。そのコアマモ帯は魚介類の幼生の生育や絶滅危惧種が６種も生息する貴重な場所となっている。大村

市街地にあるコアマモ群落は、小規模ではあるがそこを“ゆりかご”とし、多くの生物が生息している。こういった事実を多くの

方に知ってもらい、身近な自然環境に関心を持ってもらうことが大切である。 

【参考文献】 

宮松 亜美. 海草コアマモ群落の季節消長およびコアマモ場造成技術の開発に関する研究. 三重大学大学院生物資源学研究科 博士前期課程 生物圏生命科学専攻 

海洋生物科学講座, 2011. 
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    縦(㎜) 

横(㎜) 
1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 

1.0          〇 

2.0        〇 〇 〇 

3.0    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

4.0   〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

5.0   〇 〇 〇 〇   〇  

6.0   〇 〇 〇      

7.0   〇 〇 〇      

8.0  〇 〇 〇       

9.0  〇 〇 〇       

10.0 〇 〇 〇 〇       

表１ アカハライモリの疑似餌の大きさに対する定位の有無 
   〇はアカハライモリが定位したことを示す。 

図１ 定位行動実験装置（左：表側 右：裏側）の模式図 
 この装置をアカハライモリの生活する水槽（60 ㎝）の外に設置し、イモリの視線の高さに疑似餌

をセットしたスクリーン（水槽から 5 ㎝の距離）をスライドさせ、イモリの定位を確認した。 

疑似餌の紙 

フェルトのスクリーン 

ローラー 

ここを左右に動かす

と、フェルトのスク
リーンがスライド
し、疑似餌が移動す

る。 70 ㎝ 

360 度回転可能 


